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平成25年度　通常総会　終わる

　５月１２日、シルバーピア石山にて開催いたしました。
　平成２４年度末の会員登録数は１４２名でした。
・今回は、出席者７４名、委任状提出者３６名で開催
　できました。また、来賓の方々より、多角的な視点の
　お話と激励をいただき、今後の活動の励みになりま
　した。誠に有難うございました。

（当協議会の活動は新潟市の補助金を受けて実施しています）

東 区 区 長

目指す 支え合いのあるまち

当⽇、出席いただいた来賓の⽅々

目指す  支え合いのあるまち

方 向  居場所のあるまち

 安全で安心できるまち
たくさんの⼈々の意⾒を集約しての活動

総会の次第
開会の挨拶 小松会長

来賓挨拶

議長選出 平井 久氏（社会福祉部員）を選出

議案審議

第１号議案 平成２４年度活動報告 （佐藤事務局長）

第２号議案 平成２４年度決算報告 （ 近 会計） ２ページに掲載 監査報告（宮島監事）

第３号議案 部会の再編と規約の改正について

第４号議案 平成２５年度活動計画 ～諸連絡～

第５号議案 平成２５年度予算 ①特殊詐欺に注意(防犯関係リーフレット）

第６号議案 その他 ②区政懇談会について

閉会の挨拶 山田副会長 ③中野山小学校１４０周年事業について

第６号議案 その他 ②区政懇談会について

閉会の挨拶 山田副会長 ③中野山小学校１４０周年事業について



24年度決算 24年度予算 決算－予算

105,768       105,768       0
224,850 222,000 2,850        
200,000 200,000 0

1,459,520 1,400,000 59,520      

215,000 185,000 30,000

・社会福祉中野山支会
・中野山防火防犯連合会
・日赤石山中野山分団
・中野山小学校PTA

50,000円
120,000円
25,000円
20,000円

0 0 0
115,200 80,000 35,200      
16,066 32 16,034      

2,336,404 2,192,800 143,604     

24年度決算 24年度予算 決算－予算

641,520       642,000      -480        

会 議 費 179,485       200,000       -20,515     

消 耗 品 費 107,242       90,000         17,242      
通 信 費 65,577         75,000         -9,423      
食 料 費 36,894         60,000         -23,106     
旅 費 58,000         40,000         18,000      
研 修 費 30,000         30,000         0
事 務 局 費 73,000         60,000         13,000      
渉 外 費 91,322 80,000         11,322      
雑 費 0 7,000          -7,000      

1,621,539    1,510,000    111,539    

安心安全推進事業 642,557       600,000       42,557      
環境美化事業 308,677       310,000       -1,323    

②事業費
・パトロール、地域活性化、社会福祉増進
・花の植栽、クリーン活動

①運営費
・自治会長連絡会費用、会場借用料等

・プリンターインク、コピー用紙、封筒等
・インターネット使用料、切手、はがき等
・各種会議用お茶
・区域外旅費

・犯罪のない安心安全なまちづくり、マップ研修会等

・広報作成作業、発送作業等
・各種団体、他地区団体等々の渉外

雑 収 入 ・貯金利子・表彰の副賞等
合　　　計

支出の部 摘　　　　　　　　　要

協 力 金

寄 付 金
参 加 費 ・会合参加者より

負 担 金 ・＠50円×4,497世帯
助 成 金 ・新潟市からの助成金

補 助 金 ・新潟市からの補助金

　　　　平成２４年度　決算書　　　　　　　　　期間：平成24年4月1日～平成25年3月31日
（単位：円）

収入の部 摘　　　　　　　　　要

繰 越 金 ・前年度より

環境美化事業 308,677       310,000       1,323    
住民交流事業 670,305       600,000       70,305      

0 40,800        -40,800     
2,263,059    2,192,800    70,259      

73,345 0 73,345      
2,336,404    2,192,800    143,604    

※

218,145
219,412
205,000
204,955
103,722
202,565
201,160
204,714
61,866

日食観察会、望遠鏡を使っての星の観察会
なかのやまいきいきひろば 餅つき大会や吹奏楽の観賞など
震災被災者との交流会 3/17実施（社協中野山支会共催）

阿賀野川河川敷公園までのウォーキング

次 期 繰 り 越 し 平成25年度へ繰り越し
総　　計

事業費について
事　業　名

安全安心
推進事業

地域防犯マップ作成、防災訓練、広報誌作成
長寿祭り、介護講座など

環境美化
事業

花いっぱい事業
クリーン活動

住民交流
事業

健康ウォーク事業
天体に親しむ事業

ポーチュラカ、チューリップなど
7月ＣＨＫに参加、8月実施の一斉清掃

経　　　　費 備　　　考
下校時パトロール、防犯情報の配布など安心安全パトロール事業

地域活性化事業
社会福祉促進事業

③ 予 備 費
合　計（①＋②＋③）

花 植栽、クリ 活動
・ウォーキング、星空、いきいきひろば、交流会　

☆ 活動のまとめ
平成24年度活動報告につきましては、平成24年度の広報誌でお知らせしたもので替えさせてもらいます。

24年度も、「がんばる地域を応援します」という新潟市の補助金制度を利用して事業の充実を図りました。

ただし、上記の「いきいきひろば」は、歳末たすけあい助成金（社会福祉協議会）を受けての実施でした。

事業実施にあたっては、企画・実施、報告書の作成、次回に向けての考察と大変でしたが、参加者や住民

から感謝の言葉を沢山聞けてスタッフ一同は、「苦労の甲斐があった」という思いです。企画にあたっては、

より多くの人と顔見知りになれるよう事業の内容や会の運営に工夫を重ねてきましたが、さらに皆様の知恵

もお借りしたいと思っています。よろしくお願いします。 ～役員・部員一同～



　　◎　防災意識を高め、全自治会参加型『防災訓練』を実施する
　　　◇　  防火防災部が中心となり企画運営する
　　◎　部会と自治会の連携を深める方策を検討し推進する。
　　　※　役員会で基本構想をつくり、自治会長連絡会等でも検討する。

　　◎　世代間交流的視点を入れた事業の実施　
　　　　（「健康ウォーク」、「いきいきひろば」、「地域の茶の間なかのやま」）
　　　◇　社会福祉部や教育文化部が中心となり企画運営する　　　　　　　　　　　

　②　自治会等組織の連携を深める

　　　◇  　環境部 が中心となり企画運営する
　 　　◎　全世帯参加型『クリーン中野山』の実施や中学生のＣＨＫ活動を支援し地域の活性化を図る。

　・隣同士が助け合えて、地域全体が一つの家族のような暖かい関係になれるまち

　①　コミ協全域の交流をねらいに！

　・自治会とコミ協が組織的に係われるまち
　・  コミュニティ協議会の構成団体の横の連携を構築する
 　居場所のあるまち
　・子どもの居場所、お年寄りの居場所、世代間交流のできる場所があるまち
　・  学習やスポーツのできる場所のあるまち
 　安全で安心できるまち
　・緑豊かで、しかも交通機関が整備され関連施設の利用しやすいまち
　・防火、防犯、防災に強いまち
　※　各部会と自治会のつなぎを工夫し、部会活動の住民への浸透を図る。

２　事業計画・・・・・・・・・・24年度の計画を引き継ぐ

 　全組織を挙げて実施する事業

平成２５年度活動計画
１　活動方針
中心目標：「みんなが暮らし続けたい夢のまちづくり」を目指す
3つの柱
 　支えあいのあるまち

主な理由
・まちづくり部で「まちづくり」という
　視点で事業を考えると全組織を挙げな
　いとできないことが分かった。
・まちづくり部が東区内の他のコミ協に
　なく情報交換がしにくい。
・陳情を繰り返し実施してきたことで、
　方向性が見えてきた。⇒環境課題とし
　て扱える。

　　※　関係する規約を改正いたしました。今後、部会の数は5つになります。

　環境部会：今年度の活動計画⇔5月28日第1回部会を開催
　　　部長：桜井　芳信（前環境美化部長）
　　　副部長：平井　一夫（前まちづくり部長）：丸山　　茂(前まちづくり副部長)：峰本　芳信（前環境美化副部長）

※ 役員会で基本構想を くり、自治会長連絡会等でも検討する。

 　部会活動として実施する事業
　★　各部の計画はそれぞれの部で推進するが、必要に応じて他の部の協力を求める。

部会の再編と規約の⼀部改正 まちづくリ部会と環境美化部会を統合し

環境部会とすることにしました。

環境部会の主な役割
・当地区の雨水対策や側溝の改修整備に関

する事項をまとめ、要望事項に生かす。

・地域のごみ処理の課題をまとめ、改善に生

かす。

・地域の清掃活動の企画や実施の際の中心

的役割を担う。

①7月：石山中学校ＣＨＫ活動を支援する

②8月：環境に関する要望事項を洗い出す；陳情資料を作成する

③8月：クリーン中野山を実施する



班　　名 班　長　名
東月曜班 安 藤 恒 夫
東火曜班 後 藤 哲
東水曜班 渡 辺 幸 雄
東木曜班 中 山 松 男
東金曜班 大 泉 勝 見
西月曜班 飯 塚 惇 夫
西火曜班 折 笠 正 寛
西水曜班 武 田 輝 夫
西木曜班 小 林 智 敬
西金曜班 菊 谷 き ぬ 子

平成２５年度 隊員登録１４２名でスタート

★ ４月５日よりパトロール開始

☆ ４月１８日：中野山小学校の全児童

と対面式を行いました

小学生の真剣

なまなざしが

印象的でした

平成２５年度の班長さんです

よろしくお願いします
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防犯活動の功労で
山田茂郎氏受賞

山田さんは

・防火防犯連合会長を歴任

・現コミュニテイ協議会副会長

・現石山第一自治会長

これらを通して防犯活動に貢献！

★江南地区防犯連合会長

と江南警察署長 の連名で表彰

５月２８日：授賞式


